
Bull. Kanagawa Pref. Mus., No. 19, March 1990 

神奈川県産ヤブマオ属の検討
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Studies on the Boehmeria from Kanagawa Prefecture 
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Summary 

The genus Boehmeriαis one of the common representatives of the lowland and hill 

flora of Japan. This studies are attempted to recognize morephologically natural spe-

cies of Boehmeria in Kanagawa prefecture. 

1. New taxa detected from Kanag旦waon this studies (name is pseudonym) 

① Boehmeria jaρonica var. sagamiana (Sagami yabumao) 

This taxon will be close to B. jaρonica, but differs from it in its almost simple 

and lobate leaf. The hairs on the veins of the und巴rsurface of the leaf are 

patent. The distribution range is throughout Kanagawa prefecture except the coast. 

② Boehmeria platanifolia var. velutinosa (Mitusuge meyabumao) 

This taxon will b巴 clos巴 toBoehmeria Maximowiczii. That is characteristic 

in its trilobated leaf and dense puberulous on the veins of the under surface of 

the leaf. 

① Boehmerz・αρlatanifolia var. Jうseudomaximowiczii(Hirakige meyabumao) 

This taxon is characteristic in its patented hair on the veins of the under sur 

face of the l巴afand that is tend to trilobate leaf. 

① Boehmeria jaρant・cavar. rotundifolia (Manmaru-yabumao〕

This taxon is characteristic in its orbicular leaf. The S巴rrationof the leaf mar 

gin is very short and duplicate-dentate. The hairs on the veins of the under 

surface of the leaf are patent. 

2. Problematic taxa to examine 

① Boehmeria ja1うonicavar. (Usuge yabumao pseudonym) 

This taxon may be Boehmeria jaρonica var. longisρica. B. ja1うonicais one 

of the most variable species of Japanese Boehmeria. This taxon that is widely 

distributed throughout Kanagawa is very variable in its leaf shape, the hairs on 

the veins of the leaf are almost sparse constantly. 

① Boehmeria sp. (Hakone akaso pseudonym) 

This taxon is similar to J . tricusρis on the leaf shape, for it is reasonable to 

consider that this taxon is hybrid origin between B. tricusρis and B. gracilis. 

But Hakone where is the distribution range of this taxon is peculiar area that 
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many sorte species had b巴巴ner巴atecl. So that, it is necessary to reserch whether 

th巴 taxonhave not originated from r巴volutionof B. gracilis. 

① Boehm,erz・G hisρidura Blume. and Boehmeria arenicola Satake 

They are recognized distinct species. But they are considered to be identical 

taxon originally. They are close to B. biloba, but differ from it by there rounded 

leaves with large cr巴nationor crenate serrations. The shapes of their leaves are 

so variable that can not discriminate as distinct speciese. 

① Boehmeria sρicαta var. microρhylla Nakai 

It is a problematic matter wheth巴rethe diploid race of Boehmeria sρicata is 

var. micro1うhylla.Though it was obscure that the sexual diploid race of B. sρicata 

grow in Kanagawa, many sp巴cimenswith male inflorescences were collected from 

the west巴rnarea of Kanaga wa prefecture. 

⑤ Boehmeriaρla tanぴoliaFr. et Sav. 

This species is characteristic in its trilobated leaf. It was clarified that B. 

ρlatanifolia and B. Maximowiczii are identical by Yahara. The taxa that are 

characteristic in their trilobated leaves are recognized plural. They are, for example, 

Bρlatanifolia var. velutinosa and B.ρlatanifolia var.ρseudomaximowiczii. 

It is considered that B.ρlatanif olia will be blended taxon which is characteristic 

in trilobated leaf. 

はじめに

日本産ヤブマオ属については佐竹氏義輔氏の研究により一応の分類体系が完成しているよう

に見えるが，その分類検索表によってヤフーマオ属の値物の同定を試みても混乱して結論を得る

ことができないものが多L、。 その後， 大井次三郎氏や北村四郎 ・村田 源氏著作文献のヤブマ

オ属部分では逐次検討が加えられているがそれらに依っ て もヤフーマオ属は 理解し史ff~ ＼， 、植物群で

ある ことに変りはない。阿部作一氏の細胞学的研究によりヤフーマオ属の分類困難なグ、ループは

いずれも無配生殖を営む倍数体であることが 明らかになっている， それが形態的に多くの複雑

な変異をもたらす理由である ことがわかってきた。

矢原徹一氏はこれらの研究結果を検討しつつ近代的分類学の手法によってヤフーマオ属の解明，

特に擾新な形態学的変異をもたらしている要素とその分化の過程を明らかにするための優れた

研究を進めている。 氏は更に「神奈川県植物誌1988」のヤブマオ属をその新しい観点から記！述

している。 著者は矢原氏の諸論文に啓発され， 神奈川県産ヤフ。マオ属の検討を試みつつある。

その過程で得たいく つかの知見をここに報告する。

I. ヤフ’マオ属分類研究の混乱と取り組み

ヤブマオ属は複雑な変異をするために形態学的な把擦が 困難であるだけではなくヤフ。マオと

コアカソの学名上の混乱やヤブマオ， メヤブマオなどの基準標本の実体が不明確なままにさま

ざまな解釈がなされてきたこと， そしてヤブマオ， オニヤフーマオ，ニオウヤブマオ，サイカ イ

ヤフーマオ等の和名も東大と京大の標本室では違 う扱いがなされていたという事実などが混乱に

拍車をかけたと思われる。矢原氏が明らかにしたところでは コアカ ソ 〔Boefmeriasρicata 

Thunb.）の基準標本はコアカソとヤブマオの混合であったし東大標本室のオニヤフ会マオが京大

標本室のヤフ’マオに あたり東大標本室のニオウヤフーマオが京大標本室のオニヤブマオにあたる
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ものであったという。

ヤフゃマオ類の多 くの植物が ~f[f;配生殖を営む倍数体であるために普通に有性生殖を営む1植物と

は比較にならぬ複雑な変異をする。その変具に舷惑されて植物の形態学的分類の基礎資料が各

地域で充分に蓄積されていないように思われる， 加えて研究史上の混乱によってヤフ。マオ属植

物分類は他の植物群に比べて著しく未整理の状態にある。

if!Vc、配生殖の植物は相互に生殖的隔：xrnの状態にあり，それぞれの変異が定着しやすい環境にあ

る。従って地方ごとに変異に富む必然、性がある。細胞学的アプローチの重要性と共に地域単位

で豊富な資料を詳細に検討することが特に重要であろう。「神奈川県植物誌1988J作成のために

集められたヤフーマオ属の証拠標本を資料として主に葉の形質に重点をおいた詳細な検討を試み

たところ 、 葉裏の主JV~の毛の質は分類群によって固有な傾向を示すものがあるこ とを確認した。

これは矢原氏がラセイタソウの葉柄、葉裏主脈に出る基背llの／J影らんだ鎌形の毛をラセイ タソ ウ

雑種起源植物のマーカーとしてJ足え，この仲間の把握を容易にしたとい う成果に学んだ。一般に

植物の毛はその疎密について著しく変異の大きいものがあるが質については 比較的安定な形質

であ り，その把握は分類群の識別にしばしば効果的である場合が多く， ヤブマオ属もその例外

ではないよ うである。

2. 新分類群と考えられる神奈川県産ヤフ’マオ属植物

(1) サガミヤブオマ（仮称） Boehme円・asp. Fig. 1. A～c. 2. 3参照
特徴a.業の下部から上部に向かつて次第に鋸歯片が粗大になるが欠刻状にはならない点ヤ

フーマオ型である。 b.鋸歯片の先端がよく発達して伸びる点はメ ヤブ型に近し、。 c.釧歯はほ

とんど重鋸歯化しない。 d.葉裏主脈の毛は疎に聞出する。 e.葉質はII英質である。 f.花穂

は細い。 g 分布は沿海地に少なく内陸に多L、o h. 分布個体数はかなり多L、。 以上の特徴の

うち最も重要なのは d.鋸歯片がよく伸びること。 c 鋸歯はほとんど重鋸歯化しないこと。

d 業裏主脈の毛の質である。毛の質は微細な相違ではあるが他の葉形の形質と よく連動する

ので keyとして重要である。これらの特徴によってこの種類は認識しやすい分類群であり分布

個体数も多くまとまっているので変種のレベルで‘扱うべきものと思われる。従来， ヤブマオか

メヤフ事マオが日照の悪い条件で生育し重鋸歯化が進まなかった植物と見られていたもののよう

であるが， これは毛の性質と業型の特質から明らかな固有の分類群であると判断される。参考

標本産地 ；横浜市，川崎市， 津久井町， 相模原市，藤野町，清川村，松田lllJ, 南足柄市， 真鶴

岡I，山北町，愛川町， 湯河原町，厚木市，小田原市，伊勢原市（湘南地区，横須賀地区の標本

は未調査であるが県内全域に分布するこ とは間違いないと推測される〉

(2) ミツゲメヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. I. D～E, 1参照

特徴a 葉の先の鋸歯片は著しく粗大化しほぼ完全な 3裂状になる。 b.葉裏主脈は細軟毛

が密生してビロード感がある。 C田葉の質はII覧質であるが個体により厚郊の変異がある。以上

の特徴からこの種類は極めて認識しやすい分類群である。ただ， 神奈川県における分布イl~I体数

は少なく標本が充分には得られていない。 6点の標本は何れも内陸の山足で得られている。 花

穂、などについての調査は未完であるが変種のレヘルて、扱うべき分類群であることは間違いない

ものと思われる。筆者はこの植物が佐竹氏のオオメヤフゃマオに該当するものであろうと考えた

がオオメヤブマオの実体が不明確なので本種に関してはミツゲメ ヤブマオと仮称しておくこと

にした。オオメヤブマオに関する見解は別に述べる。仮称は葉裏の密毛に因んだ。 参考標本産
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地，相模原市，清川村，愛川IIIJ，山北町

( 3) ヒラキゲメヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 2. F～G, 3. 4参照

特徴a.業の先の鋸歯片は著し く粗大化してほぼ完全な 3裂状になるものが多いが 3裂状の

不明瞭なものまで変異がある。 b.葉裏主脈の毛は細く， 聞出してやや繊細な感がある。 c 

葉の質は膜質から紙質まで個体により差がある。 この類の業形は神奈川県のヤフゃマオ類のなか

で最も分布個体数の多いウスゲヤフ、マオ（仮称．後述〉のオオメヤブ型および メヤブボマオ型と

ほとんど変らない， しかし葉裏主脈の毛の質は明らかに異なる。神奈川県内の標本は8点だけ

しか得られていないが， これらの標本でみる限りウスゲヤフ守マオのようなヤフ守マオ型の変異品

は見られず3尖裂型が多い点も特徴の 1つに挙げることができる。 この種類についての広域の

調査は未完であるが， たまたま四国高知県の標本を見る機会があり全く同じ分類群に所属させ

るべきものがあったのでこの類が広〈 分布していることを知った。仮称は葉裏主脈の毛の聞出

に因んだ。参考標本産地 ；横浜市，厚木市，城山市，松田町3 山北町，小田原市，箱根町

( 4) マンマルヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 2. H～J ' 1. 2参照

特徴a 業の先の方の鋸歯片は殆ど発達しないo b.鋸歯片は重鋸歯化を示す。 c. 葉形は

円形を示す傾向が強L、。 d.業裏主脈の毛は短毛がやや密に開I±＼する。 e.業の質は膜質であ

る。鋸歯が低く重鋸歯が目立たないので一見するとハマヤブボマオに似ているように見える。典

型的なものでは真円に近い葉形を示すので極めて認識しやすい分類群である。参考標本産地 ；

横浜市，川崎市，開成田］

2. 検討すべき問題種として仮称を与えた分類群

( 1) ウスゲヤブオマ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 3.参照

ヤフ守マオそのものである可能性も高いがヤブマオの実体はわかりにくく， 業形の似ているも

のを総称してヤブマオと呼び， ヤフ守マオには変異が 多く多形であると総括されている傾向があ

るので， ここには神奈川県で最も普通に産する少毛型のヤフ守マオに対しウスゲヤブマオの仮称

を与えて検討課題と した。特徴a.葉の先の方に向って鋸歯は粗大化する。 b.粗大化した鋸

歯片にはよくやj'Iびるものから殆ど伸びないものまで変異があるが何れの場合も重鋸歯化が示さ

れる。 c.葉の先はやや3裂状のもの（Fig.3. N）から全く 3裂状を示さないものまで変異が

激しし、。 d. ~€形は縦に長い卵形（Fig.3. L）から幅の方が広い腎円形（Fig.3. M, 0）まで変

異がある。それは個体間の変異だけて、はなく， 同じ株の葉でも着く位置によって広い変異を示

すものがある（Fig.3. K)0 e 業裏主脈は短く鋭い毛が伏すか斜上する。毛は!Pliが普通である

が殆ど無毛に近いものからやや多いものまである。 しかし、密毛状のものはなし、。 本種の葉型

は多型であるためにヤフーマオと同定されるものやマルパヤブマオと同定されるものやメヤブマ

オと同定されるものまであるが， その変異は連続している。 一つの株で業の着く位置によって

ヤフ・・，オ的であったり メヤフマオ的であったりするこ とも稀ではない。少なくとも葉裏主脈の

毛の質については共通し，連続する葉形を示すこの一群は同一分類群と見倣すべきであろう。

ヤフ守マオの実態は不明確であるが，葉裏は多毛と理解できる文献の表現が多い。矢原氏によれ

ば東日本ではラセイタソウの影響をうけたものが多くなりヤブマオは稀であるという。西日本

のヤブ、マオ型かと思われる ものが2点得られているが それらを同一分類群とするのは無理があ

ると考えられるのでウスパヤブマオの仮名を与え今後の検討課題と した。
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Fig. l. A～C サガ ミヤブマオ 〔仮称） 1/5 
2～3 サガミヤブマオ築義主脈の毛
D～E ミツゲメヤフ’マオ（仮称） 1/5 

1 ミツゲメヤプマオ業哀主脈の毛
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Fig.2. F～G ヒラキゲメヤフ’マオ（仮称） 1/5 

3～4 ヒラキゲメヤブマオ禁裏主脈の毛

H～J マンマノレヤブマオ〔仮称〕 1/5
1～2 マンマノレヤブマオ業哀主脈の毛
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(2) ハコネアカソ（仮称） Boehmeria sp. Fig. 4, P～X参照

本種は箱根の小塚山を「｜ゴ心に箱恨地区だけに分布するもので形態的に見てアカソに類似する

グサコアカソの一型である。 矢原氏はこれらの標本についてアカソとクサコアカソの雑種起源

の1植物とされている。 形態的に見て納得できる面もあるが，多くの個体を観察すると鋸歯の尖

鋭化と重鋸歯化の状態は異常なものも多く， 同じ地域に大型化 ・円形化した型（Fig.4. Y）の

小群落もあり p この地域でクサコアカソの多型的な変異が生じたと考えることもできるように

思われる。

ヤブ、マオ属の変異の方向はどの種においても類似の点が多い（Fig.3. M とFig.4. X）。鋸歯

の粗大化，鋸歯の先鋭化，重鋸歯化，葉型の円形化， 大型化などである。交雑による以外にク

サコアカソにこれらの幾つかの変異がはたらき， 地域を別にした類似型の発生は考えられない

との検討課題として本種にハコネアカソの仮名を与えておくこととした。

Fig.4. P～X ハコ不アカソ（仮称〉
y 箱根小塚山に見られるクサコアカソの円形化した変異型

4. 神奈川県産ヤフマオ属のその他の問題

( 1) ウスバラセイ タイソウ Boehmeriahisρidura Blumeとハマヤフマオ B.arenicola 

Sa takeの関係について Fig.5.参照

和名のウスパラセイタソウは籾山氏の採集品をタイプとした B.tenuifolia Satake Vこ名ず

けられたものであるが矢原氏はB hisρiduraにこの和名を用いている。恐らく B.tenuifolia 

は B.hispiduraのシノニムとされたが B.hisρidura.につけられた小泉氏の和名ウスパオ

ニヤフ手マオの 基礎の名オニヤブマオに混乱した事情があるところからそれを避けウスパラセイ

タソウを採用、さわしたものであろ う。 B.tenuifoliaの基準産地は鎌倉であり，佐竹論文で B.

hisρiduraの参考標本には久内氏の横浜の採集品が挙げられている。また， B.arenicolaの

基準標本は籾山氏の湯河原吉浜での採集品である。 いずれも神奈川県には極めて縁が深い。 し

かし この 2種について神奈川県産の標本で同定を試みても境界がはっきりしなし、。佐竹氏の

原著論文に示された両者の相違点は葉の大きさと形および鋸歯の形状である。ハマヤフ守マオは

葉が広卵形で鋸歯の幅が広くその割合に高さが低し、。 ウスパラセイタソウは葉が楕円形で鋸歯

の幅が比較的狭く，高し、。同論文には P.tenuifoliα，B. arenicolaのタ イプ標本の写真と線

画が添えられているが筆者には種を分けるほど相違を認めることはできなし、。 B.tenuifoliα 

の写真の一部の葉と B.arenicolaの線画の葉形にはほとんど差がない。矢原氏は両種につい

て鋸歯の形状の違いには触れず葉の形態と 2裂の出現頻度の相違を挙げている。 しかし，ヤブ
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マオ属の各種の葉形の変異が著しいこ とは両種に極めて密接な関係のあるラセイタソウの葉の

変異（Fig.5. A～C）を見ても明らかである。従って B.tenuif olia, B. arenicolaを種の レ

ベルでは分けるのは無理であると考える。 ただ，岡部氏によれば B.hisρiduraもB.αreni

colaも 2n=42 とされているが矢原氏は大島産ヤブマオ属の染色休数狽｜！定の 結果として B.

hisρduraは 2nニ 42,B. arenicolaは 2nニ 56であるとされている。さらに今後の検討を必

要とするが， この細胞学的結果にかかわらず筆者は形態学的分類によって両者を同一種とする

方が妥当であると判断する。

(2) コアカソ B.sρicata Thunb.とコパノコアカソ B sρicata var. microphylla Nakai 

の関係について Fig.6.参照

神奈川県にはコアカソの有性生殖型が分布するかどうか不明確で‘あった。岡部氏はコバノコ

アカソの染色体数の測定に湯河原の資料も使っているが3 矢原氏は有性生殖型の神奈川県にお

ける分布は未確認である としてその可能性だけを述べている。従って 「神奈川県植物誌1988」

は神奈川県の相模川以西に分布する小型のコ アカ ソについてコパノコ アカ ソ類似品として分布

図を示している。しかし，神奈川県相撲川以西の各地で改めてコアカソの調査を行なった結果，

この地域のコアカソがほとんど雄花序を伸ばし稔性日のある 花粉を生産していることを知った。

稔性は花粉のアセトカーミン染色によ った。それらの調査によって神奈川県相模川以西の山岳

地周辺には広くコアカソの有性生殖型が分布することを確かめ得た。
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コパノコアカソの基準標本は伊豆天城で採られているが花序のない茎葉だけの標本で葉の大

きさ以外の特別な形質は知られていなし、。 しかし有性生殖型コアカソは葉が小さいということ

から有性生殖型のコアカソがコパノコアカソであるとする見解が，多少の疑問をはさみながら

も， 定着しつつあるよ うである。今回3 有性生殖型コアカソの多くの椋木を得て（Fig.6上段〉

それを矢原氏の論文に示されている愛媛東赤石山の無配生殖型コアカソ （Fig.6下段〉と比較す

ると葉形にかなりの相違があり， 神奈川県産両性生殖型コアカソが平均的に小型であるこ とは

疑いなし、。 しかし，佐竹氏の論文によればコパノコアカソの葉長は 1.5～3 cmである。今回，

調査した両性生殖型コアカソの葉長は3～8cmであり（Fig.6上段〉 それに該当するものはご

く僅かであって， すべてをコパノコアカソとするのは無理がある よう に思われる。 コパノ コア

カソの特徴形質については 生殖現象にまでも発展させないで， コアカソの小葉品とするのが最

も妥当である。 従って， コパノコアカソはほとんど両性生殖型であるという表現は正しいが両

性生殖型コアカソをコパノコアカソとするのはどうかと思われる。 しかし，前述したように神

奈川県産両性生殖型コアカソと矢原論文に示されている愛媛県東赤石山の無配生殖型コアカソ

の葉形を比較するとかなり明らかな相違が認められる。 もし， この相違が地域的変異によるも

のでな く両性生殖型と無配生殖型の遺伝性に基づくものであるならばこの両者は形態学的にも

同ーの分類群とすべきではないと考える。両性生殖型に対し新しい分類群としての取扱いが必

要で，それにコパ ノコアカソを当てるのは便宜的な措置と言えるであろう。
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Fig.6. コアカソ （B.spicata) 2/5 

上段神奈川県産両性生殖型コアカソ

下段 愛媛県東赤石山産無配生殖型コアカソ（矢原氏論文より転写〉

(3) メヤプマオ B.ρlatanifoliaFr・.et Sav.周辺の問題について

大井次三郎氏， 北村四郎氏，村田 源氏等の文献ではメ ヤブマオについてその典型的なもの

の葉先は3尖裂するものとして示している。従ってメヤフーマオは3裂型という認識が定着しつ

つある。しかし，佐竹氏の論文に添えられているメヤブマオのタイプ椋木のスケッチは葉先の 3

尖裂していないものである。矢原氏の研究によれば佐竹氏はメヤブマオを3尖裂しない型である

と認識されていたから 3尖裂型のオオメヤブマオB maximowiziiを記載された，しかしメヤ

フーマオのタイプは正に典型的な 3尖裂型であったという。 だからメヤブマオとオオメヤフマオ

とは学名上同じものを指していると考えられる。以上のような認識を持った上て、神奈川県産の

ヤブマオ類を調べた結果3 メヤフーマオおよびオオメヤフゃマオについて筆者は次のよ うに考える o

a. 神奈川県において葉先の 3裂するヤフーマオ類には4つの系統がある。カ タバヤフ＊マオ，ウス

ゲヤブマオ（仮称〉，ヒラキゲメヤフゃマオ（仮称〉， ミツゲメヤブマオ（仮称〉の4系統である。

カタパヤブマオを除くそれぞれの 形質については前述の 2の「新分類群と考えられる植物」お

よび3の「検討すべき問題種」の項に記した。 カタノ汁プブ、マオはラセイタソウ系の一種ですで

によく 知られている。 ウスゲヤブマオは：典型的な 3尖裂型を示すことは稀であるが葉型の変異

は最も激しし、。そのために個体によってメヤフ守マオと同定されるものが含まれる。矢原氏が文

献に葉形を示したヤフ守マオ、 メヤブマオと連続する変異の区切 りからいえばヤブマオに所属す

るのがほとんどであるがかなり 3裂のめだつもの（Fig.3. N）もでてくる。ヒラキゲメヤブマオ

は明らかな 3裂型（Fig.2. F）が多いが3裂の不鮮明なもの（Fig.2. G）も含まれる。 ミツゲヤ

フ、マオは現在得られた標本でみる限り鮮明な 3裂型のみである（Fig.1.D～E）。従って，従来
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メヤフーマオ， オオメヤフーマオとされてきたものには少なくとも 3つの兵なる分類群が含まれて

いたと考えられる。

b 佐竹氏のオオメヤブマオの記載にはその葉裏脈上の毛について 1W；毛か細軟毛か開出剛毛が

あるとしている。 毛の事｜：密については一般に変異が激しい場合があるから多くの分類群で無毛

かそれに近いものを認めることは稀ではない， しかしミ ツゲメヤフーマオについてはその状況は

認めにくし、。また， 同一分類群で細軟毛か開出剛毛の両方を考えることは不合理である。これ

について，細軟毛はミツゲメヤブマオ， 無毛はウスゲヤフーマオ， 開出剛毛はヒラギゲメヤフοマ

オまたはカタパヤブマオを想定すれば矛盾がない。

c.佐竹論文のメヤフFマオ B.ρlatanifoliαのタイプ標本のスケッチの葉形はウスゲヤフPマオ

にも ヒラギメヤフゃマオにも現れる。 しかし， ウスゲヤフやマオはたとえ類似の業形を示したとし

てもメヤフ守マオではなくヤフポマオの一型とすべきである。 メヤフwマオとオオメヤフやマオが同じ

ものとするならばその両方の葉形を示すのはヒラキゲメヤフ＊マオであってミツゲメヤフーマオで

はない。従ってメヤフーマオの実体はヒラキゲメヤブマオにしぼられることになる。

d. 3尖裂型だけを示すものにオオメヤブマオ B.maximowiziiを当てるならばミツゲメヤ

フ’マオが正しくそれに該当し得るものと考える。

学名規約上の複雑な問題はとにかく， 笑休としてのメヤブ、マオ， オオメヤブ‘マオの問題は以

上のように考えればかなりすっきりしたものになり，葉の切れ込みの多少の違いで一つの標本

がヤブマオになったり，メヤブマオになったりする混乱は避けることができる。

5. 神奈川県産ヤフマオ属検索表

神奈川県産ヤフホマオ属については「神奈川県植物誌1988」に矢原氏が新しい観点に基づいた

検索表を示しているので今後検討を進めるよりどころとして貴重な文献となる。それに基づき，

筆者の見解を加えた検索表を示す。

A.葉は互生（カ ラムシ亜属〉

B.茎の上部や葉柄に著しい聞出毛がある。茎下部の葉まで業裏は雪白色の綿毛がある。

B. 茎上部や葉柄の毛は斜上する。

c. ~案裏は白色の綿毛があり白L 、 。

c.葉裏は白色の綿毛を欠き淡緑色
A.葉は対生（ヤプマオ亜属〉

ナンノミンカラム シ

カラムシ

アオカラムシ

B. 業の片側の鋸歯は30以上で極めて微細。葉裏主脈の毛は長短不揃し、で， 鋭く長く斜上す

る毛の基部は膨らんでいる。 ラセイタソウ

B.葉の片側の鋸歯は30以下である

c.葉裏主脈の毛は長短不揃いで長い毛の基部は膨らんでいるものがある。
D.鋸歯は単一で葉は先の方でも粗大化せず20以上ある

ウスパラセイタソウ（ハマヤフ..＂＂？＂オ〉

D.葉の先の方は鋸歯がやや粗大化し且つ重鋸歯化する

葉裏主脈の長い毛は斜上する。葉は卵形～卵円形 トウゴクヤブマオ

D.葉の先の鋸歯が粗大化して 3裂状になることがある。業裏主脈の長い毛は目立って

開出，弓曲する。葉は巨大化する傾向がある カタパヤブマオ
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c.葉裏主脈の毛は均質で同じ長きである。
D.葉は明らかに先の方が3裂状である。

E. 花序の毛は密で，そう果の毛は長い

F.葉裏主脈は細毛が密生してビロード感がある。 ミツゲメヤブマオ（仮称）

F.葉裏主脈は細L、毛が聞出する ヒラキゲメヤブマオ（仮称〉

F.葉裏主脈は鋭く短い毛が伏すか斜上する〈普通は疎〉

ウスゲヤブ、マオ オオメヤブ型（仮称〕

E.花序の毛は疎で，そう果の毛は短い ハコネアカソ（仮称〉

D.葉の先の方の鋸歯は組大化するが3裂状ではない

E.葉裏主脈の毛は斜上する

F.鋸歯はよく重複化し，先は件lびないので業は円形に近い

ウスゲヤブマオ メヤブ型（仮称〉

F. 鋸歯は葉の先の方に向かつてあまり粗大化しなし、。葉は卵形～卵円形。

ウスゲヤブマオ ヤブマオ型（仮称〉

F.鋸歯は葉の先の方て、粗大化し不規則になり鋸歯の先はよく伸びる

花序の毛は比較的疎でそう果の毛は短い ハコネアカソ（仮称〉

E.葉裏主脈の毛は聞出する

F. 鋸歯は葉の先ほど粗大化しょく重鋸歯化する ヒラキゲメヤブマオ（仮称〉

F. 鋸歯は粗大化するが殆とや重鋸l~雪化せすeよく伸びてとがる。

サガミヤブ、マオ〈仮称〉

F.鋸歯はほとんど粗大化せず鋸歯片は短いが重鋸歯化を示す， 葉は円形になる傾

向がある。 マンマルヤブマオ（仮称〕

E. 葉裏主脈の毛はやや長く密に斜上する ヤブマオ

D.鋸歯は葉の先の方まで粗大化せず，ほほ揃っている。普通，重鋸歯化しない。

E.業の片側の鋸歯は20以上ある。

F.葉質は厚し、。葉裏主脈は細毛が密生してビロー ド感のあるものが多し、。そう果

の毛は長い ツクシヤブマオ

F.葉質は薄L、。葉裏主脈は短毛が疎に伏すか斜上する。花序の毛，そう果の毛は

伏す。 ナガバヤブマオ

E. 葉の片側の鋸歯は20以下である

F.葉質は厚く， しばしば葉の片側に耳状突起を出す。葉裏主脈は短毛が疎に伏す

か斜上する。そう果の毛は長い。 コヤブマオ

F.葉質は薄い。そう果の毛は短い。

G.茎は木質化し（低木〉枝は混みあう。葉の片側の鋸歯数は7が多し、。業の基

部は鋭いくさび型傾向， 花序の毛は伏す コアカソ

G.葉の下部が木質化し， 葉の片側の鋸歯数は9～10が多い。葉の基部のくさび

型は鋭く なし、。 花序の毛は立つ傾向がある。 オオバコアカソ

G. 茎は木質化しないか基部だけ僅かに木質化する。葉の片側の鋸歯数は12が多

い。葉の基部は広いくさび型または円形。葉裏主脈の毛は聞出する傾向があり，

花序の毛は立つ クサコアカソ
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おわりに

神奈川県産ヤプマオ属の標本を検討するにあたり， 当初はその多形， 多様さに圧倒されほと

んど個体ごとに分類することになりかねないと危倶したが， 次第にヤブやマオ属も全く ;tnr、原則に

多形化しているわけではないと思うよう になった。 幸いに神奈川県産ヤブマオ属については

「神奈川県植物誌1988」編纂のために多数の標本が蓄積されていることと同蓄のヤブマオ属の執

筆をこの属の専門家である矢原徹一先生が担当して下さったために労せずして基本的な理解を

持つことができたという条件に恵、まれた。問先生の執筆さわした文献によってこの取組みができ

たことを記して矢原先生に深く感謝申し上けブこい。 また多形なヤブマオ属を調べるには多数の

標本に援することが， 他の植物とは比較にならぬほどに重要である， その豊富な標本を集めて

下さった神奈川県植物誌調査会の皆さんに厚くお礼を申し上げる。最後にこのヤブ守マオ属への

取組みを温かく励まし助言して下さった籾山泰一， 高橋秀男，大場達之， 勝山輝男の各先生に

改めて深謝申し上げる。
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